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三
校

中
井
履
軒
・
上
田
秋
成
合
賛
鶉
図
に
つ
い
て

飯
　
倉
　
洋
　
一

濱
　
住
　
真
　
有

一
　
履
軒
・
秋
成
合
賛
鶉
図
の
出
現

　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
四
日
、
あ
る
古
美
術
商
か
ら
、
履
軒
秋

成
合
賛
の
鶉
図
一
幅
が
あ
る
と
い
う
連
絡
を
受
け
た
。所
蔵
者
は
、

同
年
十
一
月
三
日
に
、
大
阪
歴
史
博
物
館
で
催
さ
れ
た
懐
徳
堂
資

料
展
に
ち
な
む
湯
浅
邦
弘
教
授
の
講
演
を
聴
講
さ
れ
、
そ
の
幅
を

大
阪
大
学
に
寄
贈
し
た
い
と
い
う
。
履
軒
秋
成
合
賛
鶉
図
と
い
え

ば
、
か
つ
て
雑
誌
『
上
方
』
第
四
十
五
号
（「
上
田
秋
成
号
」
昭

和
九
年
九
月
）
十
六
頁
に
「
森
繁
夫
氏
蔵（
１
）
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
、

そ
の
後
、行
方
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
も
の
が
思
い
浮
か
ぶ
。

『
懐
徳
堂
事
典
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、
平
成
十
三
年
）
に
も
、「
中

井
履
軒
」
に
「
鶉
居
」
の
項
目
を
た
て
、「
か
つ
て
上
田
秋
成
と

中
井
履
軒
と
が
合
賛
し
た
鶉
図
一
幅
が
あ
っ
た
と
い
う
」
と
、
鶉

図
に
触
れ
て
い
る
。
日
を
あ
ら
た
め
て
、
古
美
術
商
が
示
し
た
写

真
を
見
せ
て
い
た
だ
く
と
、
は
た
し
て
『
上
方
』
所
載
の
写
真
と

同
じ
も
の
で
あ
る
。
平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
五
日
、
湯
浅
教
授

と
飯
倉
と
が
、
所
蔵
者
の
丸
山
保
幸
氏
宅
に
出
向
い
て
原
物
を
拝

見
、
履
軒
・
秋
成
と
も
に
真
蹟
に
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
と
鑑
定
し
、

懐
徳
堂
記
念
会
を
窓
口
に
寄
贈
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
。

　

履
軒
・
秋
成
の
合
賛
し
た
画
は
他
に
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
両
者

の
交
遊
が
具
体
的
に
証
さ
れ
る
モ
ノ
は
、
本
幅
（
図
１
）
以
外
に

は
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
本
幅
が
、
懐
徳
堂
記
念
会
百
周
年
と
い

う
記
念
す
べ
き
年
に
、
七
十
七
年
ぶ
り
に
出
現
し
た
こ
と
は
、
き

わ
め
て
有
意
義
で
あ
る
。
同
年
四
月
二
十
一
日
に
は
、
大
阪
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
に
、寄
贈
者
の
丸
山
保
幸
氏
を
お
招
き
し
て
、

片
山
剛
文
学
研
究
科
長
（
懐
徳
堂
記
念
会
常
務
理
事
）
よ
り
、
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

後
述
す
る
よ
う
に
、
明
治
末
ご
ろ
に
は
、
本
幅
を
中
井
木
菟
麻
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呂
が
模
写
し
て
い
る
（
図
３
）。
も
っ
と
も
、
だ
か
ら
と
い
っ
て

そ
の
時
点
で
懐
徳
堂
に
存
在
し
た
と
は
確
言
で
き
な
い
。
少
な
く

と
も
昭
和
九
年
の
時
点
で
は
前
述
の
よ
う
に
森
繁
夫
の
所
蔵
で

あ
っ
た
。
昭
和
九
年
九
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
九
日
に
長
堀
高
島

屋
で
開
催
さ
れ
た
上
田
秋
成
遺
芳
展
覧
会（
２
）
で
、「
森
繁
夫
氏
」
所

蔵
品
と
し
て
展
観
さ
れ
た
が
、
そ
の
展
観
札
と
思
わ
れ
る
も
の
が

本
幅
と
と
も
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
寄
贈
者
の
御
尊
父

丸
山
保
氏
の
手
に
わ
た
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

保
氏
が
平
成
元
年
に
「
入
手
あ
ら
ま
し
の
記
録
」
と
し
て
、
記

憶
を
た
ど
っ
て
書
い
た
覚
書
に
、「
昭
和
二
十
八
年
ご
ろ
入
手
」

と
あ
り
、
入
手
先
は
「
森
繁
夫
遺
族
」
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

森
繁
夫
の
没
年
は
昭
和
二
十
五
年
で
あ
り
、
そ
の
後
古
書
店
か
紹

介
者
を
通
じ
て
入
手
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
昭
和
二
十
八
年

は
、
保
氏
四
十
六
歳
で
あ
っ
た
。
な
お
保
氏
が
森
繁
夫
か
ら
譲
り

受
け
た
も
の
は
他
に
も
あ
っ
た
と
い
う
。
本
幅
は
、
一
時
期
大
阪

城
天
守
閣
博
物
館
に
貸
し
出
さ
れ
た
。
保
幸
氏
が
天
守
閣
博
物
館

に
問
い
合
わ
せ
て
下
さ
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
昭
和
三
十
一
年

四
月
か
ら
昭
和
三
十
二
年
八
月
ま
で
が
貸
し
出
し
期
間
で
あ
っ

た
。
以
上
は
保
幸
氏
の
御
教
示
に
よ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
　
本
幅
の
基
本
デ
ー
タ

○
作
品
名　

中
井
履
軒
・
上
田
秋
成
合
賛
鶉
図

○
作
者
名　

筆
者
不
明
。
賛
者
の
う
ち
、
題
詩
は
中
井
履
軒
、

和
歌
は
上
田
秋
成
。

○
所
蔵
者　

懐
徳
堂
文
庫

○
旧
蔵
者　

森
繁
夫
・
丸
山
保
・
丸
山
保
幸

○
員
数　
　

一
幅

○
材
質
・
技
法　

絹
本
着
色

○
法
量　
　

本
紙　

縦
三
三
・
四
×
横
四
三
・
七
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
。

中
回
し  

縦
五
二
・
五
×
横
五
四
・
五
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
。

○
成
立　
　

着
賛
は
寛
政
末
か
ら
享
和
頃
か
。
制
作
時
期
は
そ

れ
を
少
し
遡
る
か
。

○
署
名
・
印
章

 

筆
者
の
署
名
・
印
章
な
し
。

 

履
軒
詩
に
、
署
名
「
履
軒
幽
人
題
」（
墨
書
）、
印

章
「
隠
居
放
言
」（
白
文
方
印
）「
天
楽
」（
朱
文
長

方
印
）、
秋
成
和
歌
に
署
名
な
し
。
印
章「
阮
」「
秋

成
」（
白
文
連
印
）。
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図１　中井履軒上田秋成合賛鶉図　懐徳堂文庫所蔵
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三
校

図２　中井履軒上田秋成合賛鶉図　懐徳堂文庫所蔵

図３　中井木菟麻呂筆　中井履軒上田秋成合賛鶉図（模写）　懐徳堂文庫所蔵

懐徳堂研究　第 3 号　平成 24 年 2 月 29 日

6



三
校

○
付
属
品
そ
の
他

 

杉
一
重
箱
入
り
。中
井
木
菟
麻
呂
に
よ
る
箱
書（
墨

書
、
昭
和
八
年
四
月
）
あ
り
。
蓋
表
に
「
画
鶉
一

幅　

履
軒
秋
成
併
題
」（
墨
書
）、
蓋
裏
（
墨
書
）

は
左
に
記
し
た
。
箱
の
中
に
、
昭
和
九
年
長
堀
高

島
屋
に
て
開
催
さ
れ
た
上
田
秋
成
遺
芳
展
の
展
示

札
あ
り
。「
履
軒
秋
成
合
作
鶉
之
図　

森
繁
夫
氏

蔵
」（
墨
書
）
の
う
ち
、「
森
繁
夫
氏
蔵
」
を
棒
線

で
消
し
、「
布
施
市　

丸
山
保
氏
蔵
」
を
書
き
添

え
る
。（
布
施
市
は
昭
和
十
二
年
四
月
一
日
か
ら

昭
和
四
十
二
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
存
在
）

　

中
井
木
菟
麻
呂
の
箱
書
（
蓋
裏
、
墨
書
）
は
左
の
通
り
。
句
読

点
を
付
し
、
後
に
書
き
下
し
文
を
添
え
た
。

画
鶉
不
審
筆
者
。
履
軒
幽
人
淡
墨
題
詠
、
上
田
秋
成
国
風
和

之
。
履
軒
無
地
起
楼
台
、
鶉
居
六
遷
無
常
処
。
随
処
著
書
留

五
万
余
巻
、
如
鶉
之
墜
卵
於
草
間
。
其
所
誦
詩
曰
。「
誰
也

之
毛　

仮
能
耶
登
里
爾　

須
満
瑳
羅
牟　

仮
廼
世
洱
住
武　

仮
乃
身
那
礼
波
」。
展
而
対
之
、
覚
秋
気
満
席
。
秋
成
亦
無

定
居
。
称
鶉
舎
。
資
性
相
似
二
人
、
併
題
合
双
璧
於
一
幅
。

可
不
宝
重
哉
。
昭
和
八
年
癸
酉
孟
夏　
　

水
哉
館
後
人
天
生

（
中
井
木
菟
麻
呂
）
記

画
鶉
、
筆
者
を
審
ら
か
に
せ
ず
。
履
軒
幽
人
淡
墨
に
て
題
詠

し
、
上
田
秋
成
国
風
に
て
之
に
和
す
。
履
軒
楼
台
を
起
つ
る

の
地
な
く
、
鶉
居
六
遷
、
常
処
な
し
。
隋
処
に
書
を
著
し
、

五
万
余
巻
を
留
む
る
は
、
鶉
の
草
間
に
卵
を
墜
す
が
如
し
。

そ
の
誦
す
る
と
こ
ろ
の
詩
に
曰
く
。「
誰
や
し
も　

仮
の
や

ど
り
に　

す
ま
ざ
ら
む　

仮
の
世
に
住
む　

仮
の
身
な
れ

ば
」。
展
き
て
之
に
対
へ
ば
、
秋
気
席
に
満
つ
る
を
覚
ゆ
。

秋
成
亦
た
定
居
無
し
。
鶉
舎
を
称
す
。
資
性
相
似
の
二
人
、

併
題
し
て
双
璧
を
一
幅
に
合
す
。
宝
重
せ
ざ
る
べ
け
ん
や
。

昭
和
八
年
癸
酉
孟
夏　

水
哉
館
後
人
天
生
記
す
。

　
「
水
哉
館
」
は
履
軒
の
こ
と
。「
天
生
」
は
木
菟
麻
呂
で
履
軒
の

曾
孫
。
箱
書
中
「
履
軒
無
地
起
楼
台
」
は
、
履
軒
「
天
楽
楼
の
記
」

（『
履
軒
弊
帚
』
所
収
）
に
、「
幽
人
蓋
無
地
起
楼
台
也
、
乃
楼
斯

楼
也
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
て
い
る
。
天
楽
楼
は
履
軒
が
借
り
て

い
た
借
屋
の
二
階
の
一
室
で
、
そ
こ
を
天
楽
楼
と
称
し
た
。
ま
た

い
つ
も
口
ず
さ
ん
で
い
た
と
い
う
和
歌
「
誰
や
し
も　

仮
の
や
ど

り
に　

す
ま
ざ
ら
む　

仮
の
世
に
住
む　

仮
の
身
な
れ
ば
」
は
、

ほ
ぼ
同
内
容
の
歌
が
、
履
軒
の
歌
集
『
越
吟
』（
大
阪
大
学
附
属

図
書
館
懐
徳
堂
文
庫
所
蔵
）
第
三
に
二
首
あ
る
。
い
ず
れ
も
詞
書

中井履軒・上田秋成合賛鶉図について ― 飯倉洋一・濱住真有
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三
校

と
と
も
に
に
引
い
て
お
こ
う
。

秋
の
田
の
か
れ
い
ほ
な
れ
ば
う
き
こ
と
は
お
は
す
ら
ん
と

人
の
い
ひ
け
れ
ば

誰
や
し
も
仮
の
や
ど
り
に
す
ま
ざ
ら
ん
仮
や
世
に
す
む
仮
の
身

な
れ
ば家

な
く
て
か
た
つ
む
り
を
か
り
て
す
め
る
こ
と
よ
と
笑
ふ

人
あ
り
け
れ
ば

誰
や
し
も
か
ら
ぬ
栖
の
あ
ら
ば
こ
そ
仮
の
世
に
す
む
仮
の
身
な

れ
ば三

　
履
軒
の
詩
に
つ
い
て

悲
哉
秋
一
幅　

悲
し
き
か
な
秋
一
幅

若
聞
薄
暮
声　

薄
暮
の
声
を
聞
く
が
ご
と
し

誰
其
鶉
居
者　

誰
か
其
れ
鶉
居
す
る
者

独
知
鶉
之
情　

独
り
鶉
の
情
を
知
ら
ん
や

　
　

履
軒
幽
人
題

　
　
　
　
　
「
隠
居
放
言
」「
天
楽
」

　
「
も
の
悲
し
い
な
あ
、
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
一
幅
の
画
を
見
る
と
、

薄
暮
に
鶉
の
鳴
く
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
だ
。
ど
う
し
て
鶉
居
（
の

よ
う
に
野
住
・
不
常
住
）
す
る
も
の
だ
け
が
、
鶉
の
情
を
知
っ
て

い
る
だ
ろ
う
か
（
誰
で
も
こ
の
画
を
見
る
と
、
鶉
の
情
が
わ
か
る

だ
ろ
う
）」の
意
で
あ
る（
３
）。こ
の
鶉
画
の
醸
し
出
す
悲
し
み
の
情
は
、

鶉
居
す
な
わ
ち
不
常
住
の
経
験
の
な
い
も
の
に
も
わ
か
る
と
い
う

こ
と
で
、
画
を
賛
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
履
軒
は
「
古
風
の
詩

賦
を
喜
び
て
誦
し
」（『
履
軒
古
風
』
自
序
）
た
人
で
あ
り
、
本
詩

も
平
仄
の
制
約
か
ら
自
由
で
あ
る
。

　
「
鶉
居
」
は
、『
荘
子
』
外
篇
天
地
篇
十
二
の
「
夫
聖
人
鶉
居
而

鷇
食
、
鳥
行
而
無
彰
」（
夫
の
聖
人
は
鶉
居
し
て
鷇
食
し
、
鳥
行

し
て
彰
る
る
こ
と
無
し
）
を
典
拠
と
す
る
。
岩
波
文
庫
『
荘
子
』

第
二
冊
の
金
谷
治
訳
を
挙
げ
れ
ば
、「
か
の
聖
人
は
鶉
の
よ
う
に

居
処
を
定
め
ず
、
雛
鳥
の
よ
う
に
与
え
ら
れ
る
ま
ま
に
食
べ
、
鳥

の
よ
う
に
自
由
に
飛
び
回
っ
て
、
そ
の
足
跡
を
残
し
ま
せ
ん
」
と

い
う
意
味
で
あ
る
。『
経
典
釈
文
』
に
「
鶉
居
」
を
釈
し
て
「
如

鶉
之
居
、
猶
言
野
処
、
謂
無
常
居
也
」
と
い
い
、
野
住
、
無
常
居

の
象
徴
と
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、『
荘
子
』
の
「
鶉
居
」
に
は
秋
の
も
の
悲
し
さ
は
見

ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
履
軒
詩
に
は
、
藤
原
俊
成
の
「
夕
さ
れ
ば

野
辺
の
秋
風
身
に
し
み
て
鶉
鳴
く
な
り
深
草
の
里
」（『
千
載
和
歌

集
』・『
無
名
抄
』
な
ど
）
と
い
う
有
名
な
歌
に
代
表
さ
れ
る
、
秋

の
わ
び
し
さ
と
と
も
に
あ
る
鶉
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。

　

こ
の
詩
は
、
履
軒
の
詩
集
『
履
軒
古
風
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

懐徳堂研究　第 3 号　平成 24 年 2 月 29 日
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三
校

書
名
の
よ
う
に
履
軒
は
懐
徳
堂
文
庫
所
蔵
の
履
軒
自
筆
本
に
は
、

「
鶉
居
題
鶉
画
」
と
題
し
て
載
る
が
、
幅
の
詩
と
字
句
の
異
同
は

全
く
な
い
。
ま
た
、
本
詩
集
は
、
ほ
ぼ
年
代
順
に
並
べ
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
の
詩
は
、「
癸
丑
」（
寛
政
五
年
）
と
、「
丁
卯
」（
文
化

四
年
）
の
間
に
位
置
す
る
か
ら
、
詩
の
成
立
お
よ
び
画
賛
の
成
立

も
お
お
む
ね
そ
の
時
期
と
定
め
て
置
い
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

印
章
の
「
隠
居
放
言
」「
天
楽
」
は
、
木
菟
麻
呂
に
よ
れ
ば
、

晩
年
の
筆
跡
に
最
も
多
く
用
い
ら
れ
る
（『
懐
徳
堂
印
存
』
履
軒

印
影
の
「
附
言
」）。
こ
の
う
ち
「
隠
居
放
言
」
印
は
木
菟
麻
呂
所

有
の
竹
山
・
履
軒
ら
の
印
章
を
懐
徳
堂
記
念
会
が
借
り
て
作
成
し

た
印
譜
『
懐
徳
堂
印
存
』（
懐
徳
堂
記
念
会
、
明
治
四
十
四
年
）

に
載
せ
る
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
「
天
楽
」
印
に
つ
い
て

は
、
履
軒
は
後
に
こ
の
印
を
失
っ
た
ら
し
く
『
懐
徳
堂
印
存
』
に

は
、
こ
れ
を
載
せ
て
い
な
い
（
別
の
「
天
楽
」
印
は
載
せ
る
）。

だ
が
履
軒
の
印
で
あ
る
こ
と
は
、『
懐
徳
』
七
九
号
（
平
成
二
十

三
年
一
月
）
に
寺
門
日
出
男
氏
「
中
井
竹
山
・
履
軒
の
贋
作
書
画

に
つ
い
て
」
に
よ
り
印
影
が
紹
介
さ
れ
た
、
履
軒
自
筆
稿
本
『
雕

題
』
の
蔵
書
印
「
天
楽
」
の
印
影
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
疑
い

な
い
。
ち
な
み
に
『
環
湖
帖
』（
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
所
蔵
）

に
捺
さ
れ
た
「
天
楽
」
印
も
同
じ
印
章
で
あ
る
。
同
帖
を
実
際
に

見
る
と
、
や
は
り
「
隠
居
放
言
」
印
と
共
に
捺
さ
れ
て
い
る
。
な

お
「
天
楽
」
は
先
述
の
履
軒
の
書
斎
名
「
天
楽
楼
」
に
ち
な
む
も

の
で
あ
る
。

四
　
秋
成
の
歌
に
つ
い
て

む
す
ふ
よ
り
あ
れ
の
み

ま
さ
る
く
さ
の
庵
を

う
つ
ら
の
と
こ
と

な
し
や
は
て
な
む  (

「
阮
」「
秋
成
」)

　
「
こ
こ
に
住
み
か
と
し
て
構
え
て
以
来
、
荒
れ
放
題
の
こ
の
草

の
中
の
庵
を
、
最
後
に
は
鶉
の
住
み
か
と
し
て
し
ま
う
こ
と
だ
ろ

う
か
」
の
意
。
筆
跡
は
寛
政
末
か
ら
享
和
に
か
け
て
の
も
の
と
見

ら
れ
る
。
印
章
の
「
阮
」「
秋
成
」
は
白
文
連
印
（
墨
印
）。
同
じ

連
印
が
実
践
女
子
大
学
附
属
図
書
館
山
岸
文
庫
所
蔵『
不
留
佐
登
』

や
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
所
蔵
『〔
秋
成
自
筆
草
稿
〕』（『
藤

簍
冊
子
』「
秋
芽
」
の
異
文
）
に
捺
さ
れ
て
い
る
。

　

浅
野
三
平
『
増
訂
秋
成
全
歌
集
と
そ
の
研
究
』（
お
う
ふ
う
、

平
成
十
九
年
）を
検
す
る
と
、
該
歌
は『
藤
簍
冊
子
』『
鶉
の
屋
』『
麻

知
文
』
に
載
る
も
の
で
あ
る
。

　
『
鶉
の
屋
』
に
よ
れ
ば
、
秋
成
は
天
明
七
年
の
四
月
二
十
日
あ

中井履軒・上田秋成合賛鶉図について ― 飯倉洋一・濱住真有
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と
な
ん
聞
こ
え
し
。

又
長
柄
の
浜
松
陰
に
、
か
り
ほ
つ
く
り
て
す
む
と
て
、

む
す
ぶ
よ
り
荒
れ
の
み
ま
さ
る
草
の
庵
を
鶉
の
床
と
な
し
や

は
て
な
む

庵
を
鶉
居
と
名
付
し
は
、
聖
人
鶉
居
鷇
食
食
の
謂
に
あ
ら

ず
、
鶉
は
常
居
無
し
と
云
に
よ
れ
る
な
り
。
此
い
ほ
り
に
、

あ
る
夜
ぬ
す
人
入
て
、
い
さ
ゝ
か
あ
る
物
を
か
づ
き
も
て

い
に
け
り
。
あ
し
た
お
も
ふ
。

我
よ
り
も
ま
づ
し
き
人
の
世
に
も
あ
れ
ば
う
ば
ら
か
ら
た
ち

ひ
ま
く
ぐ
る
也

　
「
鶉
の
床
」
は
和
歌
で
は
常
用
さ
れ
、「
荒
れ
る
」
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
。
藤
原
家
隆
の
私
家
集
『
壬
二
集
』
冬
に
「
す
み
絶
え
ぬ
鶉

の
床
も
荒
れ
に
け
り
か
れ
の
と
な
れ
る
深
草
の
里
」、『
六
百
番
歌

合
』「
鶉
」
の
藤
原
定
家
の
歌
に
、「
月
ぞ
す
む
里
は
ま
こ
と
に
荒

れ
に
け
り
鶉
の
床
を
は
ら
ふ
秋
風
」
な
ど
。
秋
成
の
和
歌
は
そ
の

伝
統
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
『
麻
知
文
』
で
は
、
こ
の
地
に
し
ば
ら
く
住
ん
だ
も
の
の
、「
く

せ
ち
」（
口
舌
＝
言
い
争
い
）
が
発
生
し
て
住
み
に
く
く
な
っ
た

と
し
て
、
該
歌
が
詠
ま
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
『
藤
簍
冊
子
』
巻
六
に
は
「
鶉
居
」
と
題
さ
れ
た
二

つ
の
文
章
が
あ
る
。
最
初
の
文
章
が
、
淡
路
庄
で
の
生
活
を
描
い

ま
り
に
、「
む
か
し
の
長
柄
の
浜
松
陰
に
、
も
と
よ
り
の
し
る
べ

し
て
、
あ
や
し
の
小
家
に
移
」っ
て
来
た
。
一
度
は
草
を
刈
り
払
っ

た
が
、
深
い
雨
の
中
で
い
つ
し
か
も
と
の
草
原
に
な
っ
た
と
い
う

の
で
、
愚
痴
が
つ
い
出
て
し
ま
い
、「
む
す
ぶ
よ
り
あ
れ
の
み
ま

さ
る
草
の
庵
を
居
ず
鶉
の
床
と
な
し
や
は
て
な
ん
」と
口
ず
さ
み
、

ま
こ
と
や
、
鶉
と
い
ふ
鳥
は
、
常
の
す
み
か
を
さ
だ
む
る
事

な
し
。
露
け
き
あ
ら
野
、
或
は
垣
ね
の
葉
が
く
れ
も
、
し
ば

し
が
ほ
ど
身
を
や
す
か
ら
し
む
る
と
や
。
皺
か
き
た
り
、
や

つ
か
髭
霜
お
け
る
に
も
、
猶
住
つ
か
ん
所
だ
に
さ
だ
め
ず
、

を
ち
こ
ち
し
あ
り
く
あ
さ
ま
し
さ
を
、
か
れ
に
だ
も
あ
え
な

ば
や
は
の
し
た
な
げ
き
し
て
、
い
ほ
り
の
名
を
鶉
の
屋
と
呼

事
と
な
り
ぬ
。

と
述
懐
し
た
。
ま
た
秋
成
の
歌
文
集
『
藤
簍
冊
子
』
巻
二
に
は
、

常
居
し
な
い
己
の
あ
り
よ
う
を
歌
う
一
連
が
あ
る
。

す
み
か
さ
だ
め
ず
、
を
ち
こ
ち
し
あ
る
く
を
、
今
は
い
づ

こ
に
と
、
人
の
と
ひ
け
れ
ば
、

風
の
上
に
立
ま
ふ
雲
の
ゆ
く
へ
な
く
あ
す
の
あ
り
か
は
翌
ぞ

定
め
ん

と
こ
た
へ
し
か
ば
、
爪
は
じ
き
し
て
、
憎
き
も
の
に
い
ふ

懐徳堂研究　第 3 号　平成 24 年 2 月 29 日
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た
も
の
で
あ
る
。

五
　
秋
成
と
履
軒

　

秋
成
と
履
軒
の
交
遊
を
具
体
的
に
示
す
モ
ノ
は
、
本
幅
の
み
で

あ
る
が
、
秋
成
が
晩
年
の
随
筆
『
胆
大
小
心
録
』
で
は
、
兄
の
竹

山
と
と
も
に
履
軒
に
つ
い
て
述
べ
た
箇
所
が
い
く
つ
か
あ
る
。
特

に
有
名
な
の
が
、
二
六
段
で
、

段
々
世
が
か
わ
つ
て
、
五
井
先
生
と
い
ふ
が
よ
い
儒
者
じ
や

あ
つ
て
、今
の
竹
山
、履
軒
は
、こ
の
し
た
て
の
禿
じ
や
。（
中

略
）
竹
山
は
山
こ
か
し
と
人
が
い
ふ
。
山
は
こ
け
ね
ど
、
こ

か
し
た
が
つ
た
人
じ
や
。
履
軒
は
兄
と
ち
が
ふ
て
、
大
器
の

や
う
に
い
ふ
が
、
こ
れ
も
こ
し
ら
へ
物
じ
や
。
老
が
幽
霊
ば

な
し
を
し
た
ら
、
跡
で
、
そ
な
た
は
さ
つ
て
も
文
盲
な
わ
ろ

じ
や
、
ゆ
う
霊
の
狐
つ
き
じ
や
の
と
云
事
は
な
い
事
じ
や
、

狐
つ
き
と
い
ふ
は
、
皆
か
ん
症
や
み
じ
や
、
と
大
に
恥
し
め

ら
れ
た
。（
中
略
）
学
校
の
お
と
ろ
へ
、
こ
の
兄
弟
で
徳
が

つ
き
た
か
し
ら
ぬ
。

な
ど
と
こ
き
下
ろ
し
て
い
る
。
親
し
い
友
人
に
対
し
て
悪
口
を
言

う
の
は
『
胆
大
小
心
録
』
の
特
徴
で
、
こ
の
文
章
も
そ
の
例
に
洩

れ
な
い
。
他
に
、
二
九
段
・
五
二
段
で
も
履
軒
に
触
れ
る
が
悪
口

に
変
わ
り
な
い
。

　

他
方
履
軒
が
秋
成
に
つ
い
て
直
接
言
及
し
た
文
章
は
知
ら
れ
て

い
な
い
。
し
か
し
、
先
述
し
た
履
軒
の
歌
集『
越
吟
』（
履
軒
自
筆
、

懐
徳
堂
文
庫
所
蔵
）
に
、
次
の
歌
が
あ
る
。

　

う
づ
ら
の
屋
何
某
に
お
く
れ
り
け
る
歌

か
り
に
だ
に
ゆ
き
て
も
見
ま
し
鶉
野
や
鶉
と
鳴
て
待
人
も
が

な

こ
の
歌
は
『
伊
勢
物
語
』
一
二
三
段
を
踏
ま
え
て
い
る
。
深
草
に

住
む
女
に
飽
い
て
、「
年
を
経
て
住
み
こ
し
里
を
出
て
い
な
ば
い

と
ど
深
草
野
と
や
な
り
な
ん
」
と
女
に
贈
っ
た
男
の
歌
に
対
す
る

返
歌
と
し
て
、「
野
と
な
ら
ば
鶉
と
な
り
て
鳴
き
を
ら
ん
か
り
に

だ
に
や
は
君
は
来
ざ
ら
む
」
と
詠
む
。『
古
今
和
歌
集
』
雑
下
（
読

人
し
ら
ず
）
で
は
、「
野
と
な
ら
ば
う
づ
ら
と
な
き
て
年
は
経
む

か
り
に
だ
に
や
は
君
は
来
ざ
ら
む
」
と
あ
り
、「
鶉
と
鳴
き
て
」

が
履
軒
歌
と
同
じ
。「
う
づ
ら
の
屋
何
某
」
を
鶉
と
化
し
て
男
を

待
つ
女
に
見
立
て
て
、
会
い
に
行
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
挨
拶
で
あ

ろ
う
。「
う
づ
ら
の
屋
何
某
」が
秋
成
で
あ
る
と
確
言
で
き
な
い
が
、

可
能
性
は
あ
る
。
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六
　
鶉
図
に
つ
い
て

　

季
節
は
秋
。
横
長
の
画
面
に
二
羽
の
鶉
が
、
ツ
ユ
ク
サ
と
取
り

合
わ
さ
れ
て
描
か
れ
て
い
る
。
画
面
向
か
っ
て
左
の
鶉
は
、
左
方

を
向
い
て
佇
ん
で
お
り
、右
後
方
の
鶉
は
上
方
を
見
上
げ
て
い
る
。

手
前
の
鶉
の
佇
む
土
坡
は
、
刷
毛
の
よ
う
な
も
の
を
用
い
て
薄
い

墨
で
塗
り
込
め
ら
れ
て
い
る
。
ツ
ユ
ク
サ
の
花
に
は
群
青
、
茎
や

葉
に
は
濃
淡
二
種
の
緑
（
濃
い
緑
は
葉
の
表
）、
茎
の
節
の
部
分

に
赤
、
鶉
の
毛
に
は
代
赭
、
毛
の
先
端
や
ツ
ユ
ク
サ
の
お
し
べ
に

胡
粉
、
鶉
の
足
と
目
、
ツ
ユ
ク
サ
の
葉
の
一
部
（
枯
れ
た
葉
の
表

現
）
お
よ
び
花
の
お
し
べ
の
先
端
に
は
橙
と
い
う
彩
色
が
見
ら
れ

る
。
本
図
に
は
、
作
者
を
示
す
署
名
・
印
章
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

本
幅
で
は
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
中
回
し
と
本
紙
を
跨
が
っ
て
、

中
井
履
軒
が
絵
の
枠
外
か
ら
、
上
田
秋
成
が
絵
の
枠
外
へ
と
着
賛

を
し
て
い
る
。
本
紙
部
分
に
は
二
者
が
（
と
り
わ
け
着
賛
の
文
字

が
い
つ
も
大
ぶ
り
な
履
軒
が
）
賛
を
寄
せ
る
た
め
の
余
白
が
十
分

に
残
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
本
図
は
、
着
賛
を
想
定
し
て
描

か
れ
た
絵
で
は
な
く
、
着
賛
は
、
既
存
の
表
装
済
み
の
鶉
図
に
対

し
て
、
履
軒
、
秋
成
の
順
に
、
即
興
的
に
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る（
４
）。
二
羽
の
鶉
の
う
ち
、
向
か
っ
て
右
の
一
羽
は
上
方
の
履

軒
の
賛
を
見
上
げ
、
手
前
の
も
う
一
羽
は
、
左
の
秋
成
の
賛
の
方

を
向
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
も
と
も
と
描
か
れ
て
い
た
二

羽
の
鶉
の
向
き
に
従
う
か
た
ち
で
二
者
の
着
賛
位
置
が
決
め
ら
れ

た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　

さ
て
、
本
図
の
構
図
や
形
、
描
法
や
着
色
の
方
法
に
近
似
す
る

先
行
作
例
を
求
め
て
い
く
と
、
江
戸
時
代
前
期
に
活
躍
し
た
絵
師

で
、
室
町
時
代
に
途
絶
え
て
い
た
宮
廷
絵
所
預
の
職
に
就
い
て
土

佐
派
を
再
興
し
、
江
戸
時
代
の
土
佐
派
の
礎
を
築
い
た
土
佐
光
起

（
元
和
三
―
元
禄
四
）
の
鶉
図
、
た
と
え
ば
「
秋
草
鶉
図
」（
静
岡

県
立
美
術
館
所
蔵
）（
図
４
）、「
秋
圃
双
鶉
図
」（『
日
本
画
大
成
』

第
二
巻　

大
和
絵
〈
二
〉
所
載
第
一
〇
三
図
）（
図
５
）
な
ど
に

行
き
当
た
る（
５
）。
光
起
は
、
中
国
宋
代
の
画
院
画
家
・
李
安
忠
筆
と

の
伝
承
が
あ
る
鶉
図
（
今
日
、
例
え
ば
根
津
美
術
館
所
蔵
本
な
ど

が
知
ら
れ
る（
６
））
を
受
容
し
、
配
置
や
取
り
合
わ
せ
る
植
物
な
ど
に

ア
レ
ン
ジ
を
加
え
な
が
ら
、
数
多
く
の
鶉
図
を
手
が
け
て
い
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
る（
７
）。
本
図
は
、
光
起
画
の
鶉
図
を
継
承
す
る
も

の
と
い
え
よ
う
が
、
光
起
画
の
毛
描
き
な
ど
に
見
ら
れ
る
繊
細
で

綿
密
な
描
写
と
彩
色
が
見
受
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
制
作
時

期
は
、
履
軒
、
秋
成
の
着
賛
が
な
さ
れ
た
同
時
期
ま
で
下
る
可
能

性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、懐
徳
堂
文
庫
が
所
蔵
す
る
資
料（
第
二
次
新
田
文
庫
）に
、

中
井
木
菟
麻
呂
（
天
生
、
黄
裳
は
そ
の
号
）
に
よ
る
本
幅
の
摸
写

（
ま
く
り
）（
図
３
）が
あ
る
。「
鶉
の
里　

黄
裳
模
写
双
鈎
」（
墨
書
）
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三
校

図５　土佐光起筆　秋圃双鶉図（『日本画大成』第２巻 大和絵<２>所載第１０３図）

図４　土佐光起筆　秋草鶉図　静岡県立美術館所蔵

中井履軒・上田秋成合賛鶉図について ― 飯倉洋一・濱住真有
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と
い
う
題
紙
一
枚
を
伴
う
も
の
で
、
明
治
四
十
四
年
一
〇
月
六
日

刊
行
の
新
聞
紙
を
筒
状
に
丸
め
て
薄
葉
紙
で
包
ん
だ
も
の
を
芯
と

し
て
こ
れ
に
巻
い
て
保
存
さ
れ
て
い
る（
８
）。
実
線
で
囲
ま
れ
た
本
紙

部
分
の
法
量
は
、
縦
三
三
・
五
×
横
四
三
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

本
図
と
ほ
ぼ
法
量
が
合
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
絵
と
文
字
の
輪
郭

の
み
を
写
し
取
る
「
双
鈎
」
と
い
う
や
り
方
で
、
敷
き
写
し
が
な

さ
れ
た
も
の
で
あ
る（
９
）。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
は
、
木
菟
麻
呂
が
、

昭
和
八
年
に
本
図
の
箱
書
（
蓋
裏
）
を
記
す
よ
り
も
以
前
に
（
明

治
末
頃
か
）、
本
幅
を
実
見
し
て
模
写
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
、
署
名
・
印
章
が
な
い
本
図
の
作
者
を
具
体
的
に
比
定
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、こ
れ
に
つ
い
て
は
土
佐
派
系
統
の
絵
師
、

着
賛
者
の
中
井
履
軒
、
あ
る
い
は
専
門
の
画
家
で
は
な
い
絵
の
嗜

み
の
あ
る
人
物
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
可
能
性
な
ど
も
含
め
て
考
え

て
み
る
必
要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い）

（（
（

。
本
幅
は
、
履
軒
と
秋
成

の
二
者
の
交
遊
を
示
す
資
料
と
し
て
、
ま
た
二
者
が
同
席
し
て
鶉

図
に
着
賛
し
た
時
の
即
興
的
な
雰
囲
気
を
今
に
伝
え
る
作
例
と
し

て
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
い
え
る
。

注（
１
） 

明
治
十
五
年
岡
山
県
生
ま
れ
。
号
小
竹
園
（
さ
さ
ぞ
の)

。
昭
和
二
十

五
年
没
。
摂
陽
汽
船
・
大
阪
商
船
等
海
運
業
の
要
職
に
就
き
、
国
文
学

関
係
文
献
の
蒐
集
家
、
国
学
者
歌
人
の
伝
記
研
究
者
と
し
て
著
名
。
そ

の
蔵
書
は
現
在
大
阪
市
立
大
学
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
２
） 

高
島
屋
美
術
部
五
十
年
史
編
纂
委
員
会
編『
高
島
屋
美
術
部
五
十
年
史
』

（
株
式
会
社
高
島
屋
本
社
刊
、昭
和
三
十
五
年
十
月
）に
よ
り
確
認
し
た
。

『
上
方
』
四
十
五
号
（
昭
和
九
年
九
月
）
に
は
、
そ
の
告
知
が
一
頁
を

割
い
て
な
さ
れ
て
い
る
。『
高
島
屋
美
術
部
五
十
年
史
』
に
つ
い
て
は

大
阪
大
学
橋
爪
節
也
教
授
の
ご
教
示
を
得
た
。

（
３
） 

解
釈
に
つ
い
て
は
大
阪
大
学
浅
見
洋
二
教
授
の
ご
教
示
を
得
た
。

（
４
） 

大
阪
大
学
奥
平
俊
六
教
授
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
５
） 

土
佐
光
起
と
鶉
図
に
関
し
て
は
、
以
下
の
論
考
に
詳
し
い
。
実
方
葉
子

「
土
佐
光
起
の
鶉
」『
茶
道
雑
誌
』
第
六
十
巻
第
十
一
号
（
平
成
八
年
）

一
〇
九
―
一
一
六
頁
。
竹
内
美
砂
子
「
秋
草
鶉
図
屏
風
小
考
」『
名
古

屋
市
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
十
二
巻
（
昭
和
六
十
三
年
）
一
―
十
一
頁
。

藤
島
幸
彦「
土
佐
光
起
の
鶉
図
―
東
博
本『
秋
郊
鳴
鶉
図
』『
野
菊
鶉
図
』

を
中
心
と
し
て
―
」『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
別
冊

第
九
集　

創
立
百
周
年
記
念
号
（
昭
和
五
十
八
年
）
三
〇
五
―
三
一
五

頁
。

（
６
） 

根
津
美
術
館
所
蔵
本
は
、
足
利
第
六
代
将
軍
義
教
の
鑑
蔵
印
と
考
え
ら

れ
る
「
雑
華
室
印
」
を
伴
い
、
室
町
時
代
に
日
本
に
伝
来
し
た
と
考
え

ら
れ
る
も
の
。
宮
崎
法
子
『
花
鳥
・
山
水
画
を
読
み
解
く
―
中
国
絵
画

の
意
味
』（
角
川
書
店
、
平
成
十
五
年
）
二
二
九
―
二
三
〇
頁
で
は
、

中
国
で
鶉
の
図
は
安
ら
か
さ
の
象
徴
で
あ
り
（
中
国
で
鶉
の
意
で
あ
る
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鵪
と
安
が
同
音
〈an

〉）、
宋
代
に
多
く
の
鶉
図
が
作
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
大
変
人
気
の
あ
る
画
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

前
掲
注
５
実
方
論
文
で
は
、
光
起
の
鶉
図
に
、
中
世
以
来
の
和
歌
に
お

け
る
鶉
の
イ
メ
ー
ジ
、
例
え
ば「
人
知
れ
ず
ひ
そ
か
に
暮
ら
す
鶉
の
姿
」

な
ど
が
投
影
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

（
７
） 

前
掲
注
５
藤
島
氏
論
文
で
は
、
調
査
で
実
見
し
た
も
の
と
各
種
写
真
資

料
の
収
集
に
よ
っ
て
氏
が
確
認
し
た
光
起
筆
と
さ
れ
る
鶉
図
は
一
〇
九

点
に
及
ぶ
と
い
う
。

（
８
） 

懐
徳
堂
文
庫
の
所
蔵
作
品
の
う
ち
、
木
菟
麻
呂
に
よ
る
模
写
も
現
存
す

る
作
例
に
、
岩
崎
象
外
筆
・
中
井
履
軒
賛
「
解
師
伐
猿
図
」
が
あ
る
。

（
９
） 

双
鈎
に
つ
い
て
は
、
奥
平
俊
六
編『
懐
徳
堂
ゆ
か
り
の
絵
画（
阪
大
リ
ー

ブ
ル
）』（
大
阪
大
学
出
版
会
、
平
成
二
十
四
年
三
月
刊
行
予
定
）
を
参

照
の
こ
と
。

（
10
） 

懐
徳
堂
文
庫
所
蔵
の
履
軒
作
品
に
、「
左
九
羅
帖
」、「
墨
竹
図
」（
五
井

蘭
洲
筆
）
模
写
が
あ
る
。

【
図
版
出
典
】

口
絵
及
び
図
１
―
３　

濱
住
が
撮
影
し
た
。

な
お
、
口
絵
３
及
び
図
３
の
撮
影
で
は
大
阪
大
学
藤
岡
穣

教
授
の
協
力
を
得
た
。

図
４　

静
岡
県
立
美
術
館
よ
り
写
真
原
板
の
提
供
を
受
け
た
。

図
５　
『
日
本
画
大
成
』
第
二
巻　

大
和
絵
〈
二
〉（
東
方
書
院
、

昭
和
七
年
）
第
一
〇
三
図

【
補
記
】

　

本
稿
は
第
五
節
ま
で
を
飯
倉
が
、
第
六
節
を
濱
住
が
主
と
し
て

執
筆
し
、
意
見
交
換
し
た
上
で
全
体
の
体
裁
を
整
え
た
。

　

ま
た
、
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
お
世
話
に
な
っ
た
丸
山
保
幸

氏
・
懐
徳
堂
記
念
会
・
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
・
大
阪
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
貴
重
書
室
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。

　

な
お
、
本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
(B)

「
近
世
上
方
文
壇
に
お
け
る
人
的
交
流
の
研
究
」（
研
究
代
表
者
・

飯
倉
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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